
◎【学校教育目標】

『自ら学び 真剣に働く
心豊かで たくましい生徒』

○《目指す学校像》
生徒が「学びたい」、保護者が「通わせたい」
教職員が「勤めたい」、地域が「応援したい」

活力のある元気な学校
加須市立昭和中学校

２月号 令和５年２月３日

令和２、３年度と、新型コロナウィルス感染症の影響で、本校職員が各小学校に出向いて行っ
ていましたが、今年度は、新入生とその保護者に昭和中学校にお集まりいただき説明会を実施し
ました。授業の様子や部活動の様子など、少しの時間ではありますが、御覧いただきました。
来年度の新入生の数は２０２人（１月２０日現在）の予定です。来年度に向けて動き始めてい

ます。１、２年生は後ろ姿で導ける先輩となるよう、この３学期の生活をしっかりしめていきま
しょう。

１年遅れとなりましたが、スキー学校実行委員の皆さんが中心となり、スローガン「最高の
思い出づくりを 愛され学年 全員集合」のもと、２年生みんなで素晴らしい学びと思い出づ
くりができました。比較的天気にも恵まれた中で、充実したスキー実習ができました。３日間
で驚くほど上達しました。２年生の保護者の皆様、御協力本当にありがとうございました。

校訓 ・・・一所懸命

しょうみぃがお尻を向けて

います。なぜでしょう。

昭和中だより

日 曜日 学校行事等

１ 水 加須市チャレンジテスト（２年）、学習の日

２ 木 薬用乱用防止教室

３ 金

４ 土

５ 日

６ 月 １・２年生実力テスト、学校集金等引落日、木1～5授業

７ 火 表彰朝会、学校評議員会

８ 水 学習の日

９ 木 県公立高校出願（郵送）、月1～5＋木６授業

１０ 金

１１ 土 建国記念の日

１２ 日

１３ 月 期末テスト１日目

１４ 火 期末テスト２日目

１５ 水 県公立高校志願先変更１日目、学習の日、金曜授業

１６ 木 県公立高校志願先変更２日目、専門委員会

１７ 金 水曜授業

１８ 土

１９ 日

２０ 月 スキー学校（１年）

２１ 火

２２ 水 県公立高校入試学力検査

２３ 木 天皇誕生日

２４ 金 県公立高校入試実技面接

２５ 土

２６ 日

２７ 月 ３年消費生活講座

２８ 火 生徒朝会、ＰＴＡ評議員会

地道な努力を積み重ね、大きな花を咲かせよう

ついこの前、年が明けたと思ったら、もう１月が終わってしまいました。３学期は本当に時の経つのが早く感じられます。いまだ新型コ
ロナウイルス感染症の影響が残る中でしたが、１月２６日（木）から２８日（土）の２泊３日の日程で、無事２年生がスキー学校に行くこ
とができました。本校にとっては３年ぶりのスキー学校、「本当に実施できて良かった。」と心から思います。これも保護者の皆様の御協力
あってのことと感謝申し上げます。続いて１年生のスキー学校が２月２０日（月）から２２日（水）の２泊３日の日程で行われます。一人
一人が体調に気をつけながら、予定どおり実施できることを心から願っています。
「三寒四温」、だんだんと春が近づいています。２月３日は節分、そして２月４日は二十四節気の一つ立春となります。立春という字や言

葉の響きから、何となく暖かくなるような感じがしますが、まだまだ寒い日は続きます。しかし、そんな寒さの中にあっても、植物は成長
を続けています。学校の周辺の日当たりのよい空き地や土手などには、福寿草などの植物が小さな花を咲かせたり、もう少しするとふきの
とうが爽やかな浅緑の芽を出すようになります。また、樹木も変化しています。一見何の変化もないように見えますが、よく観察すると、
枝先にたくさん木の芽を出してきます。外見では、変わらないように見える樹木も、しっかり張った根から水分や養分を吸い上げ、幹から
枝に送り、やがて花を咲かせたり、葉を芽吹かせたりする準備を着々と進めています。
昭和中学校の皆さんも同じです。受験生である３年生はもちろん、１・２年生も地道な努力を積み重ね、

皆さん自身で丈夫な根を下へ下へ伸ばし、大きな花を咲かせる準備をしましょう。クラーク博士の言葉に
「少年よ、大志を抱け！」という言葉がありますが、まさに今、大きな夢や希望を胸に地道な準備を進め
る時だと思います。新しい年度のスタートも近づいています。来たるべき時に備えてしっかりまとめと準
備を進めていきましょう。
毎朝、学級委員や生活委員、安全委員の皆さんが寒い中、あいさつをしながら昭和中の仲間を迎えてくれ

ています。とても感謝しています。元気なあいさつを返してくれる人も多くいます。迎えてくれる人たちへ
の「感謝の気持ち」を表現することも大切だと思います。
○二十四節気とは
１年を太陽の動きに合わせて２４等分して、それぞれの季節に名称を与えた昔の呼び方で、現在でも季節

の節目などを示す言葉として使われています。ちなみに、立春の次は、雨水、啓蟄、春分と続きます。
＜教頭 松本 聡＞


